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これからの学術情報システム構築検討委員会

共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソース管理サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

今回NIIが整備を行う範囲

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

※ 国立情報学研究所 ニュースリリース（2021年6月17日付）
『大学図書館向け学術情報システムを36年ぶりに一新－学術資料のデジタル化に対応した目録所在情報サービスを2022年から順次運用開始』より

図書館システム・ネットワーク
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図書館システム・ネットワーク

OCLC CBS Ex Libris Alma
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電子リソース管理サービス
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『これからの学術情報システムの在り方について（2019）』において示されて

いる，電子情報資源の効率的なワークフロー実現のために必要な「契約パッ

ケージに含まれるタイトルリストや利用条件等の各機関共通のデータを共有で

きるシステム」を実現

具体的には，電子リソース管理サービスとして，国内外の出版社 ・学会等か

ら大学図書館コンソーシアム連合 （JUSTICE）に提出された電子リソース製品

の利用条件やタイトルリスト等，共通性の高いデータを蓄積し，公開許諾が得

られたデータを各機関の図書館システムで共有するための仕組みを実現予定

 加えて国際標準に対応したシステムとしたことで，とくに国外の電子リソース製品のメタ

データを効率的に活用できる下地が整えられた

電子リソース管理サービスとは？
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電子リソース管理サービスとは？

ライセンス情報【2022年春 公開予定】
利用条件（利用者へ公開すべきもの）

 例）ILL可否、教材への利用可否、リモートアクセス可否、学外者の来館利用可
否

管理用の項目
 例）契約終了後のアクセス条件、DDP情報、学認対応有無

タイトルリスト情報【公開時期未定】
メンテナンステンプレート

 図書館でのタイトルリスト（管理用／公開用）のメンテナンス方法は、出
版社／パッケージごとに異なるため、これをパッケージごとに示したド
キュメント

タイトルリスト
 出版社やナレッジベースベンダーによって提供されない、JUSTICEオリジナルの

タイトルリスト（KBART準拠）

タイトルリスト差分データ
 創刊、終刊、移管等により、パッケージのタイトルリストに変更があった場合の

差分データ
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「電子リソース管理サービス」の図書館への
データ提供方法

① ダウンロードサービス
‒ Alma非導入機関からデータ共有サイトをブラウズ

／検索して、必要なものを自館向けにダウンロー
ド利用する。

② 図書館システムからの直接参照
‒ Alma導入機関からAlmaネットワークゾーンを直接

参照し、必要なものを取り込んで利用する。

③ APIによる参照
‒ Almaネットワークゾーンが備えるAPIを直接参照し、

利用条件等のデータを機械的に取得する。
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電子リソース管理サービス
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① ダウンロードサービス
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

電子リソース管理サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

印刷体に
対応したシステム ダウンロード利用等

① ダウンロードサービス

図書館システム・ネットワーク

※ 「図書館システム・ネットワーク」の
一部のみ抜粋

Alma非導入機関からデータ共有サイトをブラウズ／検索して、必要なものを自館向け
にダウンロード利用する。
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① ダウンロードサービス
電子リソースデータ共有サイト（トップ）

※ 設計中の画面です
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① ダウンロードサービス
電子リソースデータ共有サイト（トップ＞年度＞パッケージ＞アイテム）

※ 設計中の画面です
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① ダウンロードサービス
電子リソースデータ共有サイト（トップ＞年度＞パッケージ＞アイテム＞ダウンロード）

※ 設計中の画面です
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① ダウンロードサービス
図書館システムでの活用
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① ダウンロードサービス
OPAC等での表示
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電子リソース管理サービス
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② 図書館システムからの直接参照
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共同利用システム
（NII/JUSTICE等）

図書館システム
（大学図書館等）

電子リソース管理サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

Alma機関ゾーン

Almaネットワークゾーン
図書館システム・ネットワーク

相互のデータ連携等
電子リソースと印刷体に
対応したシステム

将来の共同調達・運用が
検討されている領域

② 図書館システムからの直接参照

※ 「図書館システム・ネットワーク」
の一部のみ抜粋

Alma導入機関からAlmaネットワークゾーンを直接参照し、必要なものを取り込んで利
用する。
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1. Alma機関ゾーンから、ネット
ワークゾーンを参照

2. ライセンスを検索／選択
3. ダウンロード

Almaネットワークゾーン（ライセンス＞一覧）

※ 設計中の画面です

② 図書館システムからの直接参照
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機関ゾーンに、ネットワーク
ゾーンからダウンロードした
ライセンスが表示される。

② 図書館システムからの直接参照

Alma機関ゾーン（ライセンス＞一覧）

※ 設計中の画面です
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② 図書館システムからの直接参照

Alma機関ゾーン（ライセンス＞アイテム＞詳細）

ライセンス詳細
（一部表示）

※ 設計中の画面です
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② 図書館システムからの直接参照

Alma機関ゾーン（ライセンス＞アイテム＞ファイル）

※ 設計中の画面です

添付ファイル
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ライセンスを配信したパッケージ
に含まれるタイトル

ライセンス（利用条件）の表示
（さまざまなサービスからAPI参照可能）
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② 図書館システムからの直接参照
ディスカバリーサービス（PrimoVE）での表示
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電子リソース管理サービス
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③ APIによる参照
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図書館システムや図書館ウェブサイトでも、共同利用システムが提供するAPIを通
じてライセンスデータを取得し、利用者へ提示することができます

③ APIによる参照
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スケジュール（電子リソース管理サービス）
［予定］
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システムの拡張性（検討可能となるオプション）

電子リソースのMARCレコード共有
ERDB-JPの統合
電子リソースの出版社MARCレコードを入手・搭載・共有
NII-REO収録のMARCレコード共有

電子リソースのコンソーシアム一括購入
NII-REO

契約情報、アクセス統計等の集約

電子リソース所蔵レコードやデジタルアイテムの収
集・公開
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あくまでもシステムとしての拡張性を示したもので、こうした機能が直
ちに導入されるものではありません。
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新NACSIS-CAT /ILLとは？

現在のNACSIS-CAT/ILL の機能を当面維持し，参加する約1,300 機関が

利用する図書館システムとの接続の継続性を確保しつつ，新たな国際

標準への対応を可能とするシステムが実現される

すなわち，新NACSIS-CAT/ILL では，メタデータの高度化に向けて，

MARC21を基礎として，RDA （Resource Description and Access），日

本目録規則 2018 年版のほか，米国議会図書館が主導する新たなメタ

データスキーマであるBIBFRAME等の新たな国際標準への対応が可能に

なったこと

これにより，国外諸機関などとの間での書誌データ流通等がより効率的に行

える環境が出現
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スケジュール（新NACSIS-CAT/ILL）
［予定］
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システム更新の方針

現在の図書館システムの変更は伴わない【2023年冬
公開予定】

現行の図書館システムとの接続方法はそのまま継続
現行のNACSIS-CATのデータ、機能はそのまま利用可能
CAT2020で導入されたPREBOOK, RELATIONを維持
書誌・典拠データ作成にかかる運用変更は行わない

書誌情報の高度化への対応【公開時期未定】

メタデータの高度化に向けて、RDA（Resource 
Description and Access）、日本目録規則 2018 年版の
ほか、米国議会図書館が主導する新たなメタデータス
キーマであるBIBFRAME等の新たな国際標準への対応を可
能にします。
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変更が想定される点

書誌IDのプリフィックス
新NACSIS-CAT/ILL運用開始後に作成される書誌について、
新たなプリフックスに変更（過去分はそのまま）
 BOOK/PREBOOK → BD
 SERIAL → AB
…

SEARCHメソッドの制約追加
Database nameの指定において、CATのデータセットと
ILLのデータセットの混在が不可に
 CATのデータセット： 図書書誌/PREBOOK/図書所蔵/雑誌書誌
/雑誌所蔵/著者名典拠/…/RELATION

 ILLのデータセット： 参加組織/ILL複写依頼/ILL複写受付
/ILL貸借依頼/IL貸借受付

…（調整中）
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システムの拡張性（検討可能となるオプション）

電子ブックやマイクロコンテンツのメタデータ
サービス
タイトル統合機能の積極利用
RELATIONの発展系

国際的なMARCレコード交換
出版社等作成データとの交換方式の標準化
WorldCatとの連携

 NACSIS-CAT → WorldCat
 WorldCat → NACSIS-CAT
 Linked Dataプロジェクト

35

あくまでもシステムとしての拡張性を示したもので、こうした機能が直
ちに導入されるものではありません。
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メタデータ
（書誌）

所蔵情報

冊子

タイトル・アク
セス（URI）情

報

電子

参照
MARC等

商用KB
（システ
ム附属）

タイトル・アク
セス（URI）情

報

「紙の目録」
（共同分担目

録）

MARCデータ
（OPAC投入）

共同利用システム

「電子の目
録」

「ライセンス
データ」

図書館システム

JUSTI
CE+α

openBD 書店（プラットフォー
ム）

MARC21

「ライセンス
データ」

あくまでもシステムとしての拡張性を示したもので、こうした機能が直
ちに導入されるものではありません。

システムの拡張性（検討可能となるオプション）

国内電子ブック用の
メタデータ
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